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西脇順三郎「紙芝居
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一九七
はじめに
　
西脇順三郎は大正十一年に渡英し、十四年に帰国している。この
およそ三年間のイギリス留学時代にヨーロッパの新しい文芸思潮を身に纏い、西脇は帰国後、日本の新詩精神運動の中心的存在として活躍するようになる。西脇が詩人として出発するにあたって、 『三田文学』や『詩と詩論』などの雑誌の存在があったのは周知 通りである。しかし西脇が日本語での第一詩集『
A
m
barvalia 』 （昭和
八・九、椎の木社）を出すまでそうした に複数の匿名で詩論や詩を寄稿していたことはあまり注目されていない。　
先行
論
）（
（
では西脇はイギリスから帰国後まもなく詩や詩論を発表し
始めたことが知られ るが、その「まもなく」と言われてきた時間の多くは西脇順三郎の名でなく
<
J ・
N
>
であったり
<
I.P
・
H
>
であったりあるいは
<
J ・
P
>
であった。西脇が匿名を用い始めたの
は昭和二年一二月に日本初のシュルレアリスム・アンソロジー『馥郁タル火夫ヨ』で
<
J.N
.>
の匿名で序文として散文詩を発表した時
であった。その後昭和三年九月から『詩と詩論』には頭文字のイニシャル
<
J ・
N
>
や
<
I.P
・
H
>
や
<
J ・
P
>
といった暗号的なペンネー
ムで登場しており、また昭和三年十一月に創刊した『衣裳の太陽』にほぼ毎号のように
<
JA
C
O
B
U
S P
H
IL
L
IP
U
S
>
という洋名の匿名
やそれをもじった他の匿名を用いて「
T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」
という長詩の連作や詩を発表して る。　
ここでなぜ西脇は匿名を用いたかという疑問が出てくる。この
謎を解決する鍵として西脇の二年十ヶ月に渡る詩作の空白期間の存在を提示したい。西脇は昭和五年三月号の『詩と詩論』への「Shylockiade 」 （ 『
A
m
barvalia 』収録時「紙芝居
Shylockiade 」に改
題）の発表後、昭和八年一月号の『
M
adam
e B
lanche 』に「コリコ
スの歌」を するまで詩を書いていない。新詩精神運動の指導書のような詩論と詩を書いていた西脇はこ 的沈黙後、それまで
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 匿名時代が意味するもの
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卿
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はまったく異質的な作品を昭和八年一月から『
M
adam
e B
lanche 』
や『尺牘』などに発表し、こうした詩的再開から八ヶ月後、日本語での第一詩集『
A
m
barvalia 』を完成して世に出している。
　
従来の研
究
）（
（
で西脇の初期詩業の区分は大きく『
A
m
barvalia 』時代
と戦時中の詩的沈黙時
代
）（
（
となっているが、本稿では『
A
m
barvalia 』
以前の匿名時代と一次 的沈黙時代とも言うべき時代を新たに初期時代区分に入れて検討したい。すでに和田康一
郎
）（
（
は西脇が
「
Shylockiade 」の発表後『
M
adam
e B
lanche 』に「コリコスの歌」
を発表するまで詩を発表しなかったことを指摘している。そしてその理由として昭和三年九月『詩と詩論』に発表し 「超自然詩の価値」を取り上げ、この詩論は「西脇が なり、 人でありた という考えを喪失したことを反映して」いる 述べている。 か この意見は西脇が『詩と詩論』の創刊以来第三巻のみ休み わずか一年四ヶ月の間「アポロンと語る」 （昭和四・六） 「 （断片） 」 （昭和四・九） 「
Shylockiade 」 （昭和五・三）を次々と発表していることを見
逃している。　
本稿では西脇の匿名時代が意味するものを追求しながら、新たな
初期の時代区分を視野に入れ、詩人としての西脇の推移を明らかにしたい。そしてこれらを踏まえるうえで最も有用なテクストとして「紙芝居
Shylockiade 」 （発表時の題は「
Shylockiade 」 ）を取り上げ
て論を進めていきたいと思う。それは「紙芝居
Shylockiade 」が
<
J ・
P
>
の名で発表された唯一の作品であり、この作品を境にして
詩的沈黙に入る示唆に富む作品のためである。
一
　
初期時代区分の再検討
　
西脇が大正十四年十月の帰国後、雑誌に寄稿し始めたのは『三田
文学』であった。その翌年四月に慶応義塾大学文学部教授となってさっそく復刊第一号『三田文学』 （大正一五・四）の巻頭評論「プロファヌス」の執筆を起点に、旺盛にエッセイや詩を発表した。しかし実は渡英以前大正八年十二月の『三田文学』に「 「時代 流れに」を読む」という題で竹友藻風の批評を発表しており、以降大正九年一月と十一月号、大正十年一月と七 号にエッセイや批評を発表していた。　
その『三田文学』に帰国後大正十五年の一年間で「失楽園」 （七
月） 「恋歌」 （九 ） 「体裁の い景色」 （ 一 ）の 篇の詩を発表している。七月号に発表された 失楽園」は「世界開闢説」 「内面的日記」 「郊外的散歩」 「林檎と蛇」 「風のばら」の総題で、前月号のフランス語詩を「読者の要求」により日本語訳して載せたものある。発表から数年後岩崎良三は「西脇順三郎氏の詩について」（ 『椎の木』昭和八・八）と題した文章で「そのスタイルに於て、その
sensibilite
に於て、又そのイロニイに充ちた
esprit
に於て少な
くとも我国の詩的伝統を破壊した」と高く評価しており、また西脇の詩人 しての態度を最も直接に知る事が出来る詩として「通常的
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感覚を破った表現」の「失楽園」をあげている。　
一方、同年十一月に発表された「体裁のいい景色」は全三四連、
一五一行の長詩で、 （１）から（
（（）まで通し番号がふられ詩的断
片に区切られている。しかし各断片が独立性を保ちつつ断絶した感はなく、全体的な調和を確保している。 ４）番の「青いマンゴウの果実が冷静な空気を破り
/
ねむたき鉛筆を脅迫する
/
赤道地方は
大体に於てテキハキしていな 」の場合「マンゴウ」が「鉛筆」を「脅迫」することは現実では有り得ない。これは詩的認識の最も有用な方法として「人間の常識及論理として有する意識の習慣を打ち破ること。これがためには聯想と 最も遠い関係を有す 概念結合す の」を提示 西脇最初の詩論「プロファヌス」が思い浮かぶ箇所であ
る
）（
（
。
　
西脇にとって『三田文学』は帰国後詩や詩論を披露できる絶好の
場であったが、その後三田系同人誌『山繭』や『馥郁タル火夫ヨ』そして『薔薇・魔術・学説』と『馥郁タル火夫ヨ』のメンバーが合体した『衣裳の太陽』へと活動の場を広げていくようになる。その『山繭』の昭和二年一月号に最初の西脇論が滝口修造によって発表された。先ず「冬眠」という詩で「スペクトラムを片手 、メソッドを講ずる土龍が、自らの露に光った肉体に驚き、墓掘人に泣きついた」とひそかに西脇を詠んだ滝
口
）（
（
は「雑記帳から（西脇氏の
詩） 」において象徴主義者と西脇を対比し、 「
sym
bolist
は言葉に対
する恐怖から出発する」のに対 は「言葉に対して極めて
inocent 」であり、また西脇の美の嫌い方は「他の反動的革新派の
芸術家とは相違」していると述べている。そして引き続き「何処かに己れ自身の美が湧いてくる」ので、 「他の在来の美という概念を嫌うらしく」思え、故に「何処な 派に対しても孤独だ」 西脇の本質を的確に指摘している。　「三田」系列での活躍は認められていたものの、まだ詩壇的には無名の新帰朝者に過ぎなかった西脇は当時ヨーロッパ的教養を基盤にした学者詩人または英文学の紹介者のような観があったと思われる。 『改造』昭和五年十二月号の特別付録「現代文芸家総覧」に西脇のことは「 「超現実主義詩論」 「
Spectrum
」の近著あり。慶大文
学部教授」 記されており、留学中にイギリスで出した英語詩集の『Spectrum
』が挙げられていることや大学教授という紹介文から当
時の西脇の詩壇的立場を察することが出来る。このことは『詩と詩論』の主筆になっ
て
）（
（
からも一向に変わらず、昭和七年三月の『文
学』の創刊号で吉村鉄太郎は「いくつかの転向点」において「嘉村礒多氏、島崎藤村氏、西脇教授」と西脇には教授という肩書きを強調しており 詩人としての の名 なかなか定着できなかった。　
安藤一郎の回
想
）（
（
によると、西脇を知るようになったのは『詩と詩
論』の時代で昭和六 七年だったと語 ている。この時期の西脇は『詩と詩論』を中心として『新潮』 『文学』 『セルパン』などに詩論や評論を活発に執筆していた。北川冬彦は「 「詩と詩論 の思い出」 （ 『昭和文学全集
（（日本詩集』月報、昭和二九、角川書店）にお
二〇〇
いて『詩と詩論』を出すにあたって仲間を集めていた頃のことを回想し、 「春山は春山で、 『改造』の懸賞に一等当選し ばかりのモダニズムの近藤東、ノイエザハリッセカイトの笹沢美明、堀口大学門下の竹中郁、アナアキスティックな純粋詩を書い いた吉田一穂、まったくの無名 シュウルナ ュラリスト
J ・
N
（西脇順三郎） 、詩
学研究の外山卯三郎を推挙した」 述懐している。 『詩と詩論』は世界文学の紹介とともに詩論を重視し、また新詩精神運動を特徴づける超現実主義 作品を求めていた。そ て西脇は昭和三年九月の創刊以来、表面の同人には加わらなかったが、中心的な寄稿者として活躍したのである。こ 時期につい 林少陽は『詩と詩論』は西脇にとって「文芸創作の場ではな」く、 「ヨーロッパ文学・思想論・特 英文学に関する論文 発表の場」であったと述べている
が
）（
（
、
西脇は『詩と詩論』 新しい詩論を すると同時に着々と昭和四年六月号に「アポロンと語る」 同年九月号 「断片」 翌年三月号に「
Shylockiade 」を発表している。しかし、これらの詩は全て匿
名で発表されており、必然的に西脇の名 定着を遅らせるようになった。　
西脇の回想
文
）（1
（
をひいてみると「またこの時までに私は「詩と詩
論」に参加し り、自分の雑誌に「馥郁タル火夫」 「超現実主義詩論」 「シュルレアリスム文学論」を書いたり、また三田文学には「わからない」グロデスクな詩を書いていた。だがそれは私自身には詩人として出たいためでなく 日本 詩 て世界の 化 お
くれないようにという念願からであった」と語っている。つまり、当時の西脇はある種の使命感のもと『三田文学』や『衣裳の太陽』や『詩と詩論』などに詩を発表していたのである。時には実名で時には匿名で詩作をするな
か
）（（
（
、 『衣裳の太陽』と『詩と詩論』では執
拗なほど を貫いてい 。　
もう一つ、初期の活動で注目すべきことは英文学の新帰朝者とは
言え、英語やフランス語での詩作が目立つことである。西脇は『西脇順三郎全詩集』 （昭和三八・筑摩書房）のあとがき「脳髄の日記」で「なぜ日本 で詩を書かなかったか。日本語で詩を書くということは、ああした古めかしい文学 とか雅文体で書かなければならないと信じていた。英語で書けばその混乱を避けることが出来た」と述懐している。とすると『山繭』や『詩 詩論』に発表したフランス語詩や私家版の英語詩集『
P
oem
s B
arbarous 』 （昭和五）
の英語詩は日本語詩の文体への不安の所産だったという解釈も出来よう。これは言い換えれば、こうし 英語やフランス語での 作をやめ日本語での 作に転換したことは日本語での詩作への不安が消えたと言うことができる。　「馥郁タル火夫ヨ」 （ 『
A
m
barvalia 』収録時「馥郁タル火夫」に改
題）は
<
J.N
.>
の署名で昭和二年二月雑誌『馥郁タル火夫ヨ』の序
文として載った作品で、超現実主義と称して出したも る。事実『馥郁タル火夫ヨ』は単発で終わってしまったが、日本初のシュルレアリスム・アンソロジー い 文学史的意味を獲得 ている。
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西脇はそれに序文として雑誌のタイトルと同じ散文詩を載せているのだが、昭和三年の時点で西脇は日本においていち早くシュルレアリストの名を与えられるこ になり、その後『詩 詩論』で超現実主義の詩論なるものを活発に発表 いく である。この作品はタイトルから遠い連結として「馥郁タル」と「火夫」を結び付けているが、このような遠い連結は他にも見られ、 「脳髄は塔からチキンカツレツに向かって永 に戦慄する」のくだりは 」と「チキンカツレツ」 「戦慄する」と った無関係な詩語の連結によるアイロニーである。また「集合的 意味に於て非常に殆ど紫なるそうして非常に正当な 延
/
期！
　
ヴエラスケスと猟鳥とその他すべての
もの」のくだりのように「集合的」 「正当なる」などの装飾的 体が目立っ いる一方、一切の象徴としての意味を消滅させ おり、『A
m
barvalia 』所収の詩篇のなかで最も過激とも言える。
　
木下常太郎は「旅人かえりぬ―近代詩の頂点―」 （ 『荒地』昭和
二二・十一）において西脇の超現実主義 詩論の実験的な作品として「馥郁タル火夫」 「紙芝居
Shylockiade 」 「世界開闢説」 「内面的に
深き日記」 「トリトンの噴水」をあげ、これらの作品は ための実験の如くに詩作されて」 、歴史的 は意味あ も であり、当時の詩 世界 新しい道を拓いた役割を持っている点で興味あるものではあるが、作品自身としては 一つの冒険 終わって」いるとし、また「トリトンの噴水」を除いては失敗に終わ たとしている。木下はこれらの作品が失敗 終わった理由として、 「理論
を余りに機械的に利用したから」であることを指摘しているが、雑誌発表時期から見ると「世界開闢説」 「内面的に深き日記」が先立って、 「馥郁タル火夫」それから「トリトンの噴水」と「紙芝居Shylockiade 」ということになる。この中で最も後の作品の「紙芝
居
Shylockiade 」はそのスタイルや詩法は新しく実験的ではあるが、
後述するように、実はその次の方向性を模索する中で書かれたもので『
A
m
barvalia 』時代への移行が見えている。
　「 （断片） 」は昭和四年九月号の『詩と詩論』に
<
J ・
N
>
の名で発
表された三六五行の長い散文詩で、横書きで書かれている。この作品は途中から二四○ 目を境にして一行ずつ逆戻って前に出ていた詩行が再登場し、パズルのようにアクロスされている。ここ 二三六行目から二四四行目を取り上げてみる。
倒れたる紳士の上で貴婦人は両手をあげて悲しむか
/
V
IO
L
E
T
O
 D
E
 C
O
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O
 O
SC
U
R
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であるか
/
黒い時計の針
は金色であり雲がたなびく
/
のであるか。横を向いている婦人
の顔であるか
/
我はまた太守と共に叢林をめぐりて戸外に入る
/
のであるか。横を向いている婦人の顔であるか。黒い時計の
針は金色であり雲がたなびき
/
悲しむか。
V
IO
L
E
T
O
 D
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C
O
B
A
L
T
O
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SC
U
R
O
をあげる
/
か。倒れたる紳士の上で貴婦
人は両手をあげるか
二〇二
　
このアクロスはひたすら続き、一一九行目から三五八行目まで二
四○目行を境に逆戻り、助詞や動詞を入れ変えたり句読点を削除して結び付けたりしているが これを読み進んでいくと転写のようである。この詩は書き出しが「
A
C
R
O
ST
IC
S
は崇高なるものであるか
美しきものであるか。その遊戯である とはますます崇高とするのである」となってているように、まさに「
A
C
R
O
ST
IC
S （遊戯詩） 」
なの 。また「つかれたる鳥 気候は単に簡単なる神秘の虚偽にすぎない心理のおどかしで戸をたたくものの方がまだ恐怖の念に燃えるものであるか のように、単な 装飾を施した詩句の連結であまり意味は い装飾的な文体詩学が見られる。一方この はそのまま詩論にもなり、 「すべて修辞学的判断は論理的認識的現象的象徴的印象的弁証的その他ありと らゆる判断より優れている」 「修辞学はそれ自体のための修辞学であって修辞学を行うことにより詩が本質的なものになる」など詩論めいたくだりが見られる。　
この「 （断片） 」という詩は昭和五年十二月に刊行された『シュ
ルレアリスム文学論』の「トリトンの噴水」と う長い散文詩中に『衣裳の太陽』での既発表の と複雑に織り込まれて再登場している。その構成を以下に提示してみ と、 （一）二四行目「ネプチュンの」から四七行目「早くくる」は昭和三年十一月号『衣裳の太陽』の「
T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」の前半、 （二）四七行
目「詩 本質は」から七七行目「憂鬱のカマスを」は昭和三年十二月号『衣
T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」の後半、 （三）
七八行目「叢林の疲労は」から一三二行目「ハルモニイを聴け」は昭和四年一月号『衣裳の太陽』の「
T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」の
全篇、 （ ） 三二行目「弱きヘリコンの」から二五四行目「入るのである」は昭和四年 月号『衣裳の太陽』の「
T
A
B
E
R
N
A
 
G
A
L
E
R
O
R
U
M
」の全篇、 （五）二五四行目「水晶の」から二七三
行目「我れを下る」は昭和三年十 月『衣裳の ポエジイ」の全篇、 （六）二七三行目「我が心は」から三一一行目 言葉に向かふ」は昭和三年十 月号『衣裳の太陽』の「
P
R
O
P
E
R
T
I 
L
Y
M
P
H
A
T
IO
N
E
S 」の全編、 （七）三一一行目「この月には」から
四○七行目「ないのである」は昭和四年四月号『衣裳の太陽』「C
R
IT
IC
U
S 」の全篇、 （八）六四二行目「言葉は」から六八一行
目「すぎない」は昭和四年六月号『詩と詩論』の「アポロンと語る」の全編、 （九）八一八行目「後天的なる」から八八六行目「顔であ か」は昭和四年九月号『詩と詩論』の「断片」の一一 から二三九行まで、 （十）八八六行目「ヂウノウ から八九 行目「歌はしめよ」は昭和三年十一月号『衣裳の太陽』の「
T
A
B
E
R
N
A
 
G
A
L
E
R
O
R
U
M
」の後半、 （十一）八九八行目「天使の舌を」から
九一二行目「ネプチュンの」は昭和三年十二月号『衣裳 太陽』の「T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」の前半といったふうに織り込まれた
構成となっている。 トリトンの噴水」に収まっている 連の詩篇には修辞学やラテン語の氾濫、自動記述などが共通し おり、そため異なる詩篇でなっているにも関らず、全体的に一篇の詩として
西脇順三郎「紙芝居
S
hylockiade 」論
二〇三
まとまっている。西脇自身の言葉を借りると「オートマチックな方法で書い」た作品であり、 「無意識の幻想にたよらず、意識の流れを追っ」て書かれたの
る
）（1
（
。
　
三年間のイギリス留学からの帰国以来詩や詩論を発表した西脇
は匿名を以って新詩精神運動を背後でリードしていた。こうして新詩精神運動 積極的に推進していた西脇は昭和五年三月号の『詩と 論』に「
Shylockiade 」を発表した後、詩論は書くもの
の、詩はまったく書かない詩的沈黙時期を経て昭和八年一月号『M
adam
e B
lanche 』に「コリコスの歌」という四行の短い抒情詩
を実名で発表するようになる。そして同年二月『尺
牘
）（1
（
』の創刊号
に「ギリシャ的抒情詩」を、翌月同誌に「詩」 （ 「ガラス杯」の題で『
A
m
barvalia 』所収） 、六月号の『
M
adam
e B
lanche 』に「詩」
（ 「栗の葉」の題で『
A
m
barvalia 』所収） 、同月『尺牘』に「詩」
（ 「カリマコスの頭と
V
oyage P
ittoresque 」の題で『
A
m
barvalia 』
所収） 、七月号の『
M
adam
e B
lanche 』に「詩」を寄稿している
が、いずれも今まで 西脇の詩に見られなかった短いエグゾチック詩風の抒情詩で 短詩の中 様々な感覚 イメージが出てきている。これらは後ほど『
A
m
barvalia 』の「
L
E
 M
O
N
D
E
 A
N
C
IE
N
」
（古代篇）に収録されることになり、一次詩的沈黙以前の詩篇は「
L
E
 M
O
N
D
E
 M
O
D
E
R
N
E
」に収まることになるのである。
　
西脇は「詩の感覚性」 （ 『文学』昭和八・六）で「イマアジュの世
界を感覚すれば、詩の美はそ でわかることになる。そ イマア
ジュの世界には他に何を表現しようとする対象がない。単に感覚すればよいイマアジュの世界を造ることが今日のある詩の目的である」として る。第一次詩的沈黙の後、西脇はイメージ 世界へと傾倒し、 『
A
m
barvalia 』の「
L
E
 M
O
N
D
E
 A
N
C
IE
N
」の世界に辿り
着いたのであ
る
）（1
（
。
二
　
匿名寄稿者としての西脇
　『詩と詩論』によって西脇は詩壇で注目を浴びるようになったと言われてきたが、実際のところ『詩と詩論』には当時匿名で詩や詩論を発表し い 。同人を断わった西脇は寄稿制 変わった第五巻から寄稿者にその名を連ねているが、第一巻から第五巻まで詩や詩論の発表に匿名を用いていた。詩論は実名のアルファベット 頭文字をとった
<
J ・
N
>
で寄稿し、そして詩は
<
I.P
・
H
>
 <
J ・
N
>
 <
J ・
P
>
で寄稿している。西脇が最初に匿名を用いたのは昭和
二年十二月号の『馥郁タル火夫ヨ』に
<
J.N
.>
の名で「馥郁タル火
夫ヨ」を発表した時である。その後『衣裳の太陽 では<
JA
C
O
B
U
S P
H
IL
L
IP
U
S
>
 <
JA
C
B
U
S P
H
IL
L
IpU
S
>
 <
IA
C
O
B
U
S 
P
H
IL
>
 <
IA
C
O
B
U
S P
IH
L
L
IP
U
S
>
 <
I.P
.>
の名で寄稿しており、
以上の西脇の匿名を全部合わせると九通りもあり、
<
J ・
N
>
とイニ
シャルを用いたものもあれば
<
JA
C
O
B
U
S P
H
IL
L
IP
U
S
>
 <
IA
C
O
B
U
S 
P
H
IL
>
といった洋名を名乗ったものもあり、また
<
J ・
P
>
 <
I.P
・
二〇四
H
>
といった暗号のようなものもある。
　
これらの匿名について西脇はどの言説でも触れていないため、こ
の謎めいた匿名の意味は分り難い。しかしここでその糸口として一つの可能性を提示したい。　
おそらく
<
J ・
P
>
は
<
JA
C
O
B
U
S P
H
IL
L
IP
U
S
>
の頭文字から取っ
ていると思われるが、は してこの
JA
C
O
B
U
S P
H
IL
L
IP
S
は何を
もじった名前なのか疑問に思える。当時の詩誌でよく紹介されていた欧米の詩人の名前にはフィリップ・スポウやマックス・ジャコブの名が見られ、フランス シュルレアリ ト詩人のこの二人は特に『詩と詩論』で頻繁に紹介されて
た
）（1
（
。これらの名前を任
意に組み合わせて作った
JA
C
O
B
 P
H
IL
L
IP
にラテン語の男性名詞
に付く「
U
S 」を付けたといったことが考えられる。昭和四年四月
号『衣裳の太陽』での
<
IA
C
O
B
 P
IH
L
L
IP
>
の場合、
<
JA
C
O
B
U
S 
P
H
IL
L
IP
U
S
>
の
<
J>
を
<
I>
に書き換えていると考えられる。ル
ネサンス以前はラテン語の
<
J>
と
<
I>
は書き分けられておらず、
ラテン語の音では
<
J>
＝
<
I>
なのであ
る
）（1
（
。そのように考えれば
ラテン語で詩を書くことも多 ラテン語に詳しい西脇に相応しい匿名であるが、こ 遊戯的な匿名はさらに様々なバリエーションがあって、昭和四年六月号の『詩と詩論』では
<
I.P
・
H
>
と三文
字を持ってきており、昭和四年七月号『衣裳の太陽』では
<
I.P
.>
にと
<
H
>
を取り除いてドットの位置を変えたり、同誌昭和三年十
二月号での
<
IA
C
O
B
U
S P
H
IL
>
や昭和四年二月号での
<
JA
C
B
U
S 
〈表〉西脇が匿名で発表した詩と詩論の一覧
発表年度
署名
タイトル
発表誌
昭和二・十二
J.N
.
「馥郁タル火夫ヨ」
『馥郁タル火夫ヨ』
昭和三・九
J ・
N
「超自然詩学派（雑感の一部） 」 ・・・詩論
『詩と持論』
昭和三・十一
JA
C
O
B
U
S 
 P
H
IL
L
IP
U
S
「
T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」
『衣裳の太陽』
昭和三・十二
IA
C
O
B
U
S 
 P
H
IL
「
 P
R
O
P
E
R
T
I 
 L
Y
M
P
H
A
T
IO
N
E
S 」
「ポエジイ」「
T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」
『衣裳の太陽』
昭和三・十二
J ・
N
「中世紀英吉利詩の様式に就きて」 ・・・詩論
『詩と詩論』
昭和四・一
JA
C
O
B
U
S 
 P
H
IL
L
IP
U
S
「
T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」
『衣裳の太陽』
昭和四・二
JA
C
O
B
U
S 
 P
H
IL
L
IpU
S
「
T
A
B
E
R
N
A
 G
A
L
E
R
O
R
U
M
」
『衣裳の太陽』
昭和四・四
IA
C
O
B
U
S 
 P
H
IL
L
IP
U
S
「
C
R
IT
IC
U
S 」
『衣裳の太陽』
昭和四・六
I.P ・
H
「アポロンと語る」
『詩と詩論』
昭和四・七
I.P
.
「アポロンと語る」
『衣裳の太陽』
昭和四・九
J ・
N
「 （断片） 」
『詩と詩論』
昭和五・三
J ・
P
「
Shylockiade 」
『詩と詩論』
西脇順三郎「紙芝居
S
hylockiade 」論
二〇五
P
H
IL
L
IpU
S
>
のように文字を短くしたり大文字を小文字にしてい
る。　「アポロンと語る」は昭和四年六月の『詩と詩論』に
<
I.P
・
H
>
の名で発表されたのが翌月の『衣裳の太陽』に
<
I.P
.>
といった改
まった 前で再掲載されている。二つの本文には大きな異同は見当たらず若干の書き直しが見られ、一行目の「言語はガラスとなりてセラフィムの如く回転して」が削除されるなど、行の削除、詩語や詩句の入れ替え、そして縦書き 横書きに変えられ 跨ぎで上に上げていた助詞を行末に戻しているくらいであ
る
）（1
（
。また元の詩の八
○行が七一行に縮小され 最後の十三行は削除されている。　
ここで当時匿名がいかに使われていたかを考察してみることにす
る。昭和八年三月号の『文学』には「ある詩人」と題して匿名で『文学』と『新詩論』との対立について書かれた言葉があり、 「今後、かか 種の問題がどうし も必要となったときはつねに
X
を
以て署名する。騎士のマスクは公然の象徴である」と実名の持つ制約から逃れ匿名の持つ匿名性なる自由を述べている。ま 昭和八年十二月号の『
M
adam
e B
lanche 』の「詩集の審判」欄に『椎の木』
十一月号に載った詩について「 （秋のレパアトリイ）書 た
T
K
P
っ
て奴は誰れだ。こ 卑怯な暗打ち野郎は」とい 匿名で 寄稿への批判が見られる。このように当時匿名は流行りを見せていると同時に批判の的でもあった とが容易 推察できる。　
当時日本では匿名が少なからず用いられ、正宗白鳥は
X
Y
Z
、白
丁、影法師などの名を用いており、佐藤春夫は講演ぎらい、旅行好き、
H
.S 、珍雲斉、梟叟といった名で作品を発表していた。近藤東
は
K
O
N
G
の名で『詩法』に詩を発表しているが、群を抜いて多く
の匿名を使っていたのは北園克衛で、 『薔薇・魔術・学説』第一年第一号から亜坂健吉の名で編集を、
P
icalo
と
ass
の名でカットを担
当するほか、橋本健吉、
H
・
Q
E
N
、 『衣裳の太陽』には
L
E
 K
A
T
U
E
という名で、 『詩学』昭和十年三月号と四月号には
O
R
D
の名で、
『椎の木』昭和八年十一月号には
T
K
P
という匿名で発表している。
実際当時の匿名には西脇と同じようにアルファベットを用いたものも少なくなかった。　
匿名は文字通り「匿名性」を持ち、著者の存在を曖昧にするが、
その「匿名性」を自分を隠すため用いるか何らかの意図で用いるかの問題になる。西脇が昭和二年十二月から昭和五年三月まで『馥郁タル火夫ヨ』 『衣裳の太陽』 『詩と詩論』に二篇の詩論と十二篇 詩を寄稿する際は匿名を使いつづけていたこと、そしてそ 三つ 雑誌がいずれも新しい詩を追及していたことは示唆に富む。ヨーロッパの新し 詩を標榜 ていた西脇は複数の匿名を用いて新 い 的方法を思う存分試したのである。　
西脇は『詩と詩論』に昭和三年九月
<
J ・
N
>
の名で詩論「超自
然詩学派（雑感の一部） 」 、同年十二月号に同じく
<
J ・
N
>
で詩
論「中世紀英吉利詩 様式に就きて」を発表した後、翌年六月号に<
I.P
・
H
>
の名で詩「アポロンと語る」を、そして九月号に
<
J ・
二〇六
N
>
の名で詩「 （断片） 」を発表している。また昭和五年三月号『詩
と詩論』には
<
J ・
P
>
で詩「
Shylockiade 」を発表しているが、西
脇が実名で『詩と詩論』に寄稿するのも同号の詩論「 「形而上学的詩人」について」からである。興味深い は に匿名で詩を実名で詩論を書いて ることである。つまりようやく『詩と 』に実名で詩論を寄稿する気になったものの、 だ詩作は匿名を貫いているのである。この詩がまさに「紙芝居
Shylockiade 」で、匿名での
最後の詩作 あると同時に実名での詩作まで 「詩的沈黙」の序奏でもある。
三
　「紙芝居
Shylockiade 」について
　
昭和五年三月号の『詩と詩論』に発表された「紙芝居
Shylockiade 」
は同号後記「雑録」で編集者の春山行夫により「 「ポエジイ」の欄の北川冬彦氏の シネ・ポエム」 、
J ・
P
氏の「
Shylockiade 」 、吉田
一穂氏の「
D
om
inical L
etters 」等はともに三氏最近の快心作、形式
に於ける新しい展開を示したものとして注目される ろう」と賞賛が送られた。当時西脇は英文学の紹介者もしくは詩論家として活動する傍ら詩作をして たが、詩壇的にはほぼ無名であった。　「紙芝居
Shylockiade 」は劇詩のスタイルを借りて、原典の『ヴェ
ニスの商人』という喜劇を『ハムレット』 『コロノスのオイディプス』といったシェイクスピアやギリシャ悲劇が横断するアイ
ロニカルなパロディで、その高い完成度について岩崎良
三
）（1
（
は
『
A
m
barvalia 』の近刊予告の文章において「この度の詩集を通じて
自分の最も好む詩の一つ」 あることを明らかにした後、 「これらのスタイルとベリフレイズとは最もダン乃至はシェイクスピアの詩的精神を活かし」ており、 「勿論これは非人間化の態度であるが男性的で活発なア ロニがあらゆる角度に光ってい」て、そのスタイルは「寧ろ
grand
ともいひうるもの」であるという評を向けている。
　
一方先行する「紙芝居
Shylockiade 」への言及として、島朝夫は
「トリトンの噴水」と「紙芝居
Shylockiade 」のマニフェスト性に注
目し、 「トリトンの噴水」には初期の西脇の詩の本質論のエッセンスがあるが、それに比べ「紙芝居
Shylockiade 」におけるマニフェ
ストは「平静で自覚的」で「機智に富んだイメージ結合」を駆使して語られていると述べてい
る
）（1
（
。 「紙芝居
Shylockiade 」のプロローグ
の中「我が言語はドーリアンの語 もないアルタイ語
/
である、そ
のまたスタイルは文語体 口語体と
/
を混じたトリカブトの毒草の
如きものである」のくだりだが、先述したように、西脇は文 体日本語で 詩作に戸惑いを覚え、英語やフランス語での詩作期間を持ち、その後本格的 日本語での詩作へ移行している。西脇はこプロローグで作品の意図を暗示してお 文 体と口語体の両方が交じった新しいスタイルを「毒草」にたと てい 。そしてこれは「紙芝居
Shylockiade 」が全篇「会話」を中心に進められる詩であり、
そのセリフが文語体と口語体を合わせ持っ いることへと繋 っ
西脇順三郎「紙芝居
S
hylockiade 」論
二〇七
いくのである。　
和田康一郎は「西脇順三郎の初期活動」においてこの詩を「ノン
センス詩」 「不思議な異様なニヒリスティックかつ壮絶な美の世界」とし、 「習慣的 考を破り、現実的価値と拮抗する価値の提示を狙う
Satura （風刺）の文学」を目ざしていると述べている。確
かに「紙芝居
Shylockiade 」は原典の喜劇が主人公全員が死ぬ悲劇
に変っているが、この作品の背景となっているシェイクスピアの劇は常 喜劇と悲劇の二つ 要素があり、西脇はこれについて「シェイクスピア劇と思想」 （昭和五十・十、 『日本女子大学紀要』 ）と題した文章で『シェイクスピア劇には悲劇と喜劇 は区別なく混合されている。人間の世界は相反するものの連結で って、悲劇と喜劇との混合によって人間の世界が象徴されている」 述べ いる。西脇は悲劇的要素による「ニヒリスティック」な美を詠ったので なく、悲劇 喜劇の錯綜によるアイロニーを求めたと言えよう。　「紙芝居
Shylockiade 」はタイトルからシェイクスピアの『ヴェニ
スの商人』のパロディであることを前提していて、シェイクスピアの『ヴェニスの商人』を喚起しながら読むことを読者 ている。まず全三六行からなっているプロローグにはヨーロッパ文学の古典に対する警句風 批評が交えられ、また西洋古典のパ ディに富んでおり、十五行目「スフィンクスとアリストファネスにて誓う我が黄金の舌を見よ」では誓っている対象に注目し い。周知 通りスフィンクスはギリシャ神話で旅人に謎をかけて殺す怪物であり、ア
リストファネスはギリシャ喜劇詩人で終始時流に反対の立場を取っていた風刺家である。つまり自分の はスフィンクスのように謎めいて、ま アリストファネスのようにアイロニカルなパロディ 世界であることを語っているのである。　
一方、このプロローグは原典の『ヴェニスの商人』とも巧みに錯
綜していて、十八・九行目「我が音楽家はダビデや天体音楽者やオルフェウスや
/
シエラザードやストラビンスカなどの如きものは知
らない」で「天体音楽者」はプラトーの有名な「天体の音楽」のことで『ヴェニスの商人』の第五幕一章に出ており、 「オルフェウス」 「トロイ」も同様第五幕一章に出ている。　
プロローグ以降の物語の部分に入ると、シアイロックが登場しア
ントウニオを殺して娘のヂエスイカを連れてヴェニスからカルタゴに逃げてきたと語っているが、元 テクスト はシアイロックはアントウニオを殺していない。そしてヂエスイカは父のお金 宝石を持って恋人のロレンゾと駆け落ちして る。 『ヴェニス 商人』の骨子をなすものは「人肉質入」の物語であるが、 「紙芝居Shylockiade 」はその騒動の後日談であり、シアイロックとアント
ウニオの幽霊との会話によって成っている。それに父と娘というモチーフから「エーデイポスとアンテイゴネー いうオイディプ物語へと連想が飛んでいる。　
ヂエスイカの腹話術
V
entriloquy
による劇中劇のエーデイポスと
アンテイゴネーの箇所はソフォクレスの『コロノスのオイディプ
二〇八
ス』の冒頭のセリフのほぼ全部「めしいのこの老人の娘、アンティゴネよ。われらが着いたこの土地は、なんというところ、なんという人たちの町であろうか」 「お気の毒なお父さま。町を囲む塔と城壁は、見 ところ、遠くにございます。この土地は、明らかに尊いところ、桂、オリーヴ 葡萄の木が生い繁り、その中ではナイティンゲールが飛び交うて、うるわしい音をひびかせている。さあ、この天然石にお座りなさいませ。お年寄りには長 道中でございました」を「盲人の子アンテイゴネ よ、此処は如何なる土地
/
ある
か？我等は如何なる民族の都市の門
/
に到着したのであるか？」と
いうふうに転用してい
る
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。この劇中劇は『ハムレット』の第三幕二
章のハムレットによる黙劇を借用していると思われる。西脇は近親相姦というモチーフからオイディプス物語と『ハムレット』を織り込んでおり、 『ハムレット』との錯綜は劇中劇以後なお顕著になり、ハムレットと父 亡霊との会話（第三幕五章）からアントウニオ幽霊とシアイロックとの会話という設定へと繋がっていくのであるそして西脇は『ヴェニスの商人』 『コロノス オイディプス』 『ハムレット』が錯綜してもつれた物語を収束するため、最後を「ジユウピテルの神（
D
eus ex m
achina
として）
/
シアイロックよ、汝は鮑と
なるべし（シアイロック死す）ヂエ イカよ、汝は微風となりて我が庭に来たれ（ヂエス カ死す） 」と終わらせて る。
D
eus ex 
m
achina とはギリシャ劇で急場を救うため突然舞台に登場する神を
いうが、これはシェイクスピア劇をギリシャ劇の装置で結末づける
ことになるのである。　
一方『詩と詩論』発表時のタイトルは「
Shylockiade 」だったが、
詩集『
A
m
barvalia 』では「紙芝居
Shylockiade 」と「紙芝居」が付
け加えられている。この二つの本文の間に大きな異同は見当たらず、句読点の追加や削除、送り仮名や漢字の書き直し、改行や合行にとどまっている。　
しかしタイトルの「紙芝居」に注目してほしい。紙芝居と 物語
の筋を追って描いた数枚一組の絵を演者のセリフに合わせて見せる日本独特の演芸で、飴売りなどが客寄せに街頭で演じたものであ
る
）1（
（
。
街頭紙芝居について昭和六年七月五日付『朝日新聞』には「今や全く一つの流行となり紙芝居全盛の観がある」と書かれており、大正十三年頃から 屋が増え 五 には東京市内の紙芝居 同業組合ができるに至った。当時流行り出した「紙芝居 を目にした西脇が子供を相手にする「紙芝居」をタイトルに引き込むこ で 紙芝居になったシェイクスピア劇というアイロニイを試みたのであり子供を対象とするといっても脚本家もあれば演者もあるあくまでも「劇」の要素を備えている点に着目したと考えられる。　
実は西脇は芝居好きでもあり、昭和三年七月号の『三田文学』で
は当時夫人だったイギリス人の西脇マジョリと「市村座 メタフィズィク」という対話の中で歌舞伎を音楽面や動き 面から語っている。また同誌の昭和二九年五月号に発表された「劇と詩」という文章を見ると、歌舞伎や能、新劇、日本劇、ラジオドラマからヨー
西脇順三郎「紙芝居
S
hylockiade 」論
二〇九
ロッパの劇に至るまでその知識は相当なものであったことが分かる。こうした西脇は古代ギリシャ劇や当時の「紙芝居」という大衆文化を取り入れ、中世ヨーロッパ文学を書き換えるという新し 試みをしたのである。
おわりに
　
本稿では西脇の匿名時代に注目し、西脇の初期の新たな時代区分
を試みる一方、匿名時代の意味を探りつつ「紙芝居
Shylockiade 」
の読みを進めてきた。イギリス留学から帰国した西脇は新しいヨーロッパの文学を日本に広げようと精力的に雑誌に詩や詩論を発表した。ここで当時『馥郁タル火夫ヨ』や『衣裳の太陽』そして『詩と詩論』に発表したすべての詩が匿名であることに注目しなければならない。匿名の盲点は詩作 しても名前が知られず無名のままという点であるが、これは言い換えれば匿名を利用して多岐 渡る詩的実験が可能であるということにもなる。当時西脇 用いた匿名の足跡を辿ってみると、昭和五年三月号の『詩 詩論』に「Shylockiade 」を発表した後、詩作が途切れている。そして西脇が
<
西脇順三郎
>
の名前で再び詩を発表するまでの二年十ヶ月間「第
一次詩的沈黙」とも言うべき時代が存在している。この時期は新詩運動の担い手として複数の名を使い分けて様々な詩 スタイルを体現してきた西脇が詩的変化を模索した 期である そう て昭和八
年一月に詩的沈黙を破って『
M
adam
e B
lanche 』に「コリコスの
歌」で再び声を上げた西脇は同年九月『
A
m
barvalia 』を刊行する
までのほぼ毎 詩 発表しているが、これらの詩は古代ギリシャ的情趣と遠い連結によるアイロニーそして感覚的イメージに充ちた新しい詩風の作品で、西脇の名を一挙に高めたのである。　
西脇が
<
J ・
P
>
という名で発表した「紙芝居
Shylockiade 」は
<
J ・
P
>
の唯一の作品であり、これを最後に西脇の匿名時代は終わ
る。それは「紙芝居
Shylockiade 」のスタイルがその過去にもその
後にも見ることのない独特のスタイルであること、そしてそれ以前の匿名での作品に比べ、ラディカルな詩風から離れ、その後の「ギリシャ的抒情詩」群 つながる土台を築いたことを意味する である。およそ二年三ヶ月に及ぶ匿名時代の最後の作品 して位置する「紙芝居
Shylockiade 」であるが、西脇自らも「 「天気」 「太陽」 「カ
プリの牧人」ばかり誉めてはいけない。 「紙芝居
Shylockiade 」をほ
められれば詩がわかるの
だ
）11
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」と語っており、西脇の初期の詩業を考
えるうえで大きな意味を持っていると言える。　
岩崎良三は昭和八年八月号の『椎の木』に「西脇順三郎氏の詩に
ついて」という文章で近刊予定の詩集『
A
m
barvalia 』の詳細につ
いて解説しているが、 「紙芝居
Shylockiade 」についてタイトルを
「
Shylockiade 」と紹介している点に注目すると、その時点まだタイ
トルに「紙芝居」は付 ていなかったこととなる。西脇は詩集刊行の間際に当時大変な流行を示していた をタイトルに書き加え
二一〇
ることで、他の作品に対する書き換えでありその原型を変える創造力に富んだ「紙芝居
Shylockiade 」にさらに「紙芝居になったシェ
イクスピア劇」というもう一つのアイロニーを付け加えたのである。
注
（１）
 
佐久間隆史は『西脇順三郎論』 （平成二、土曜美術社）のなかの「時代
と個性―西脇詩と昭和文学の出現」で西脇は「帰国早々新詩運動の中心的存在」となったとしている。
（２）
 
佐久間隆史は初期に戦中の詩的沈黙期を入れて初期と戦後に区分してい
る。 （前掲）一方、鮎川信夫は『西脇順三郎詩集』 （昭和四二、弥生書房）の解説で西脇の詩業の時代区分を初期と戦後期そして『近代の寓話』以後に分けている。
（３）
 
西脇は昭和九年一月号の『
L
E
SP
R
IT
 N
O
U
V
E
A
U
』に「詩」を発表して
以来、一三年間詩作を絶っている。この戦中の詩的沈黙 あと、西脇は和二一年三月号の『ニウ・ワールド』に「留守」を発表することで詩作を再開している。
（４）
 
和田康一郎「西脇順三郎の初期活動」 （ 『橋本近代文学』昭和六 、筑波
大学）
（５）
 
大正十五年十一月号『三田文学』に次のような後記が記されている。
「西脇順三郎氏の「体裁のいい風景」上田敏雄氏の「超現実芸術学派」こそは、正に、第二次三田文学の生存理由である。日本にも、もう こんな素晴らしい詩が出現している。 （中略）当然 新路を苦しみながら開拓してきた、両氏の努力を僕達は礼讃以上に礼讃しな ればならない」
（６）
 「スペクトラム」は西脇がイギリスで刊行した英語詩集『
Spectrum
』 （大
正十四・八、
T
he C
aym
e P
ress ）のことであり、 「メソッド」はおそらく当
時慶応義塾で英文学の「理論」 （メソッド）を講じていたことを意味していると思われる。
（７）
 
昭和四年九月の第五巻の段階で同人制を廃止し、昭和四年一二月の第六
巻から二○人の寄稿者制となる。
（８）
 
安藤一郎は『超現実主義詩論』 『ヨーロッパ文学』 『輪のある世界』 『現
代英吉利文学』について「大きなスケールに立っている見方―ヨーロッパ文学の背景を持ち、イギリス文学はヨーロッパ文学の一部であると考えていること、斬新で豊富な知識を纏い批評眼で整理してあること、そればかりでなく、それまでの英文学者に到底見られなかったような大胆で意味のある、一見粗雑にもみえる文体で書かれてあるこ ど、共に驚異というべきものだった」と述べてい 。 （ 「西脇順三郎の詩的世界」 『文学』昭和四三・五、岩波書店）
（９）
 
林少陽「西脇順三郎の詩論」 （ 『現代詩手帖』平成二三・二）
（
（0） 
西脇順三郎 脳髄の日記」 （ 『西脇順三郎全詩集 昭和三八、筑摩書房）
（
（（） 『三田文学』には大正十五年七月号の「失楽園」 、九月号の「恋歌」 、十一月号の「体裁のいい景色」 、昭和二年五月号の「修辞学」 「
E
ST
H
E
 
T
IQ
U
E
 F
O
R
A
IN
E
」 、七月号の「自然詩人ドルベンの悲しみ」などの詩篇
が全て実名で発表されて る。一方 匿名をもって発表された作品については〈表〉を参照していただきたい。
（
（（） 
西脇順三郎「五つの質問に答える」 （ 『現代詩手帖』昭和四八・八）
（
（（） 
百田宗治主宰の『尺牘』には室生犀星や三好達治、伊藤整、春山行夫ら
が同人として名を上げている。
（
（（） 
関根弘は「ギリシャ的抒情詩」 「太陽」をとりあげ、 「ここには観念
と観念の飛躍などはない。西脇順三郎のユートピアがあるだけ 」と西脇がシュルレアリストで ことを指摘している（ 『列島』昭和二九・九）
（
（（） 
マックス・ジャコブの場合は第一巻に散文詩論、第三巻に詩「骰子筒」
が北川冬彦の訳で載っており、フィリップ・スポウも北川の訳で詩「ロトレアモン（一） 」が載っている。第四巻には「世界現代詩人レヴイウ」の特集に二人とも紹介されている。
（
（（） 
他にも西脇は昭和四年九月号『詩と詩論』の「 （断片）
<
Jervas>
を
西脇順三郎「紙芝居
S
hylockiade 」論
二一一
「トリトンの噴水」では
<
Iervas>
と
<
J>
を
<
I>
に書き換えている。
（
（（） 
三行目の「透明のアナナス」が「水晶の松柏」に、九行目の「水銀の草
の上に沈むとき」 、十九行「兎の球根の尾であるときに」 、二一行目の「ものを用いることはすべて美の沈みである」が削除されている。
（
（（） 
この文章の中で岩崎は次のように回想している。 「僕らは何年か以前西
脇氏のヴェニスの商人の講義を三田 教室 聴いた。この教室の窓の外には銀杏の巨樹が聳えてゐて、その陰影が何時も僕には気になつて仕方がなかつた。教室内の光線はエリザ朝の舞台よりも勿論暗かつ 冷たい雨降る日は朝から夕暮 空気を漂はした。僕等の心は伊太利の空の如くには一度も晴れたことがなかつた。ともかく一年にして「ヴェニス商人」は終つた。けれども西脇氏はこのやうな教室の空気を消す為 シヤイロツキアド」を書かれた。僕 の詩を読んで始めて、あの一年間のあの教室 あらゆる時間が明るくなるのを感じた」
（
（（） 
島朝夫「
A
m
barvalia ―旅人の出発―」 （ 『詩学』昭和四六・五）
（
（0） 
本文引用は高津春繋訳による。 （ 『世界文学大系２』昭和三四、筑摩書
房）
（
（（） 『戦中戦後紙芝居集成』 （平成七、朝日新聞社）
（
（（） 「西脇セミナー〈第五回〉 」 （ 『詩学』昭和四二・九）
＊引用に際し、漢字については適宜新字体に改めた。なお、引用文中の「
/ 」
は改行。
